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衛星データ利活用を念頭においた

MESHSTATSのビジネスへの応用
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1. 衛星データ利活用ビジネス

2. ICTを活用した木材産業の振興支援

3. データサイエンス人材育成
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取り組み概要 参考URL

米国における
衛星データ利
活用ビジネス

NASA,NOAA,USGSを中心に衛星
データと衛星データに関連するデータ
（海洋データ、気象データ）を一部公
開し、ビジネスへの展開を行っている。

https://neo.sci.gsfc.nasa.gov/
https://coast.noaa.gov/digitalcoast/
https://earthexplorer.usgs.gov/

欧州における
衛星データ利
活用ビジネス

ESAが運用しているCopernicusプロ
グラムを中心に、Sentinel衛星シリー
ズ(Sentinel1-Snetinel6まで)の
データを無償公開し、ビジネスへの展
開を行っている。

https://scihub.copernicus.eu/
https://www.eumetsat.int/website/home/Data/index.html
https://land.copernicus.eu/
http://marine.copernicus.eu/
https://atmosphere.copernicus.eu/
http://www.copernicus.eu/main/security
http://emergency.copernicus.eu/
https://climate.copernicus.eu/

日本における
衛星データ利
活用ビジネス

JAXA, NEDO, AISTのほか経済産
業省、内閣府宇宙戦略推進事務局
を中心に一部の衛星データをオープン
＆フリー化する動き（プラットフォーム構
築）を進めている。

https://gportal.jaxa.jp/gpr/
http://www.diasjp.net/
https://gbank.gsj.jp/madas/
https://www.geospatial.jp/gp_front/
https://www.tellusxdp.com/

① 海外での衛星データ利活用ビジネス
衛星データ利活用ビジネスの各国政府等が展開している(基本)無料プラットフォーム

各国政府での取り組みとは別に民間企業が提供する有料プラットフォームも存在する。

NTTDATAが提供する衛星データを利用した3DMAP『AW3D：http://www.aw3d.jp/』

Digital Globeが提供する地理情報クラウド『GDBR：https://platform.digitalglobe.com/gbdx/』
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【参考】日本における衛星データオープン＆フリーの状況

想定ユースケース

政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業 https://www.tellusxdp.com/
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① 海外での衛星データ利活用ビジネス
Copernicusプログラムについて

No. プログラム名 URL

1 Copernicus Land Monitoring https://land.copernicus.eu/

2
Copernicus - Marine environment monitoring 
service

http://marine.copernicus.eu/

3 Copernicus Atmosphere Monitoring Service https://atmosphere.copernicus.eu/

4 Copernicus Climate Change Service https://climate.copernicus.eu/

5 Copernicus Emergency Management Service http://emergency.copernicus.eu/

6 Copernicus Security Service http://www.copernicus.eu/main/security
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① 海外での衛星データ利活用ビジネス
Copernicusプログラムを用いたビジネス事例①

太陽光エネルギー発電量予報(Reuniwatt：http://reuniwatt.com/en/)

太陽光エネルギーの需要と供給のバランスを安定化を目的に事業を行っている

主な提供サービス：発電量予報の提供

１日前予報 ：電気事業者の電気生産量の調整

６時間前予報 ：蓄電用と即時利用の分配

３０分前予報 ：一定区域の電気の需要と供給のバランス保障

出典：http://reuniwatt.com/en/solar-forecasting-for-plant-operations/
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① 海外での衛星データ利活用ビジネス
Copernicusプログラムを用いたビジネス事例②
衛星データなど利用したコンサルティング (Action Modulers:http://www.actionmodulers.com/)

衛星データや現場データを駆使し、海辺などの気象変化、表面海流、風、波などをモニタリング。

出典：http://www.actionmodulers.com/products/pms-
actionflood.shtml

出典：http://www.actionmodulers.com/products/pms-
actionseaport.shtml
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① 海外での衛星データ利活用ビジネス
Copernicusプログラムを用いたビジネス事例③
衛星データを利用した大気汚染監視コンサルティング (plume lab：https://plumelabs.com/en/)

Plume labは無料のスマートフォンアプリ「Plume Air Report」を提供する環境技術コンサルティング企業。世界中のユー

ザーは現在・将来の大気汚染情報を確認できる。

出典：http://www.regional.atmosphere.copernicus.eu/
出典：https://plumelabs.com/en/products/air-report
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① 海外での衛星データ利活用ビジネス
Copernicusプログラムを用いたビジネス事例④
衛星データを利用した風力監視コンサルティング (vortex：http://www.vortexfdc.com/)

vortexは風力発電所向けのコンサルティングを中心に再生利用エネルギープロジェクトの計画、監視、運用支援を行っている

企業。

出典：https://climate.copernicus.eu/vortex-improving-wind-
modelling-using-c3s-help-plan-monitor-and-safeguard-
renewable-energy-projects
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② 夜間光データの活用

出典：http://dept.sophia.ac.jp/econ/econ_cms/wp-content/uploads/2016/11/62-2.pdf

<上智大学 経済学部 経済学科 倉田正充先生の研究>

バングラディッシュにおける夜間光と社会・経済指標の相関関係

（分析結果一部抜粋）
人口は人口密度と生産年齢人口（15 ～ 64 歳）の割
合が夜間光と正の相関関係にある。貧困率は上方・下方
貧困線のいずれも相関係数は– 0.4 となった。これは夜間
光が貧困率と統計的に有意な相関関係にある一方で、貧
困の深刻度は反映しにくいことを示唆している。

労働者の雇用割合：農業セクターで負、工業及びサービス
セクターで正の相関がある。夜間光の変動は産業構造の変
化を捉える上で有用な情報があることを示唆している。

インフラについては電化率との相関係数が高いことは当然の
ことであるが、洗浄トイレや水道水などの設備とも同係数は
0.5 を上回っている。
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② 夜間光データの活用

出典：https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-
42105751

インド夜間光データ(2012年平均値)

インド夜間光データ(2016年平均値)

米科学誌「サイエンス・アドバンス」 に2017年7月22日
付で掲載された論文によると、2012年～2016年にかけ
て、人工の光で照らされた屋外面積は毎年2%以上広
がった。

多くの国で「夜が失われる」ことで、動植物や人間の健康
に悪影響を及ぼしていると、科学者たちは指摘する。

研究チームは、米宇宙航空局（NASA）の人工衛星
放射計から入手したデータを使用した。専用の放射計は、
夜間の光の強さを測るために作られたものだ。

調査の結果、対象期間中の明るさの変化の度合いは、
国ごとに大きく異なることが分かった。米国やスペインなど
世界の「最も明るい国々」の一部では、明るさは不変だっ
たものの、南米やアフリカ、アジアの大半の国では明るさが
増した

元の論文はこちら
http://advances.sciencemag.org/content/3/11/e1701528
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③ 世界メッシュを利用した事例
夜間光データの活用～関西２府４県の事例～

京都市

奈良市
大阪市

和歌山市

神戸市

大津市

紀の川市・かつらぎ町あたりの国道24号線沿いに夜間光が
集中している。「和歌山県が工場誘致し集積した結果頻繁
に車両が通っている。その結果流通量が○○％向上し、和
歌山県の経済に○○％寄与」といった仮説が考えられるなど、
夜間光からの示唆は得られると感じる。

伊賀市から天理市、名張市から橿原市付近でも周辺環境
とはことなる夜間光が見られる。このルートは名古屋・四日
市付近と関西間の交通量（特に大型トラック）の交通量
が多いポイントで知られているため、そのデータが反映されて
いる可能性が考えられる。

天理市

橿原市

伊賀市

名張市

このあたりの夜間光が強いのは住宅街の影響
か？

京都市から亀山市、京丹後市までの夜間光
が強いのはなぜか？

→このあたり詳しくないので教えてください

Mesh Statsより作成した関西の夜間光メッシュ
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③ 世界メッシュを利用した事例
標高データの活用

大分県で標高が高いポイント
はこのあたり。

大分市

別府市

中津市

日田市

佐伯市豊後大野市

由布市標高が高い=市街地よりも気
温が低い（100m上がるごと
に0.6℃下がるため）

このあたりに避暑地があれば旅行の
検討のきっかけになるかも？

このような感じで観光関連団体や行政の意思決
定サポートにも利用できると考えられます

Mesh Statsより作成した大分県の標高メッシュ
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③ 世界メッシュを利用した事例
大分県の森林メッシュ

大分市
別府市

中津市

日田市

佐伯市
豊後大野市

由布市
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大分県の森林統計データ

出典：Ｈ27年度大分県林業統計要覧より作成

面積
(単位:千ha)

比率

大分県の面積 634 100.0%

森林面積 453 71.5％

内,人工林 212 46.8%

内,天然林 156 34.4%

内,無立木地等 24 5.3%

内、竹林 14 3.1%

国有林 49 10.8%

統計データだけ見ても、どこに何があるかわからない時に
世界メッシュデータは利用できる。

地理空間情報(GIS)は人がデータを認識する上で
かなり有用であると言える。

Mesh Statsより作成した大分県の森林メッシュ
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出典：2018年3月鹿児島大学寺岡教授講演資料
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G空間とICTを活用した儲かる林業で世界メッシュが利用できるか？

出典：2018年3月鹿児島大学寺岡教授講演資料

スマート林業実現のために
必要なデータ

植生データ
（メッシュあたり立木量）
（メッシュあたり蓄積量）
（メッシュあたり成長量）
（メッシュあたり病虫害状況）
（メッシュあたり林齢）
（メッシュあたり優先樹種）
地形データ
（土地所有区分）
（施業履歴）
（伐採計画・森林計画）
（斜度）
（標高）
（車道からの距離）
（集落からの距離）
産業(需要側)データ
（木材需要量）
（木材品質）
（木材樹種）
（木材価格） など

＋時間軸（準リアルタイム）が必須

需給バランスの見える化、組み合わせ最適化問題で利活用できる可能性がある
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出典：
https://www.datascientist.or.jp/common/docs/skillch
eck.pdf

データサイエンティストに求めれるスキルセット

ビジネス力

データサイエンス力
データ

エンジニアリング力

課題解決を理解した上で、ビジネス課題を
整理し解決する力

情報処理、人工知能、統計学などの情
報科学系の知恵を理解し、使う力

データサイエンスを意味のある形に使えるようにし、
実装、運用できるようにする力


